
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今月の道徳掲示板は３年生の担当です。国語で学習した金子みすゞさんの「わたしと小鳥とすず

と」を掲示しています。詩を味わう中で、一連と二連には相手ができて自分ができないことと、自分

ができて相手ができないことが対比されて書かれていることを学びました。そして、金子みすゞさ

んが一番伝えたかったことは、「みんなちがって、みんないい。」ということであると子供たちの発言

から深めていきました。 

そして、「題名が、『わたしと小鳥とすず』ではないということは、すずのあとに他のものも続くの

だと思います！」と気付いた子供たち。じゃあ何が続くのかな？と問いかけると、「空とか、動物と

か…、友達とか私とか！」との意見が出てきました。そこで、自分だけの第４連を作る活動を取り入

れ、自分ができることや自分のよさに目を向けることができました。 

人にはそれぞれ違いがあって、得意な事も苦手な事もあります。それを認め合って「みんなちがっ

て、みんないい。」と、お互いの個性を尊重し、大切にし合える柏原小学校の子供たちであってほし

いと思います。 
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自分を大切に 

健康のありがたさ 
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 「あんな風になりたいな。」「自分もできたらいいな。」など、何かに憧れを持ったことはあります

でしょうか。私は、今までたくさんそのような経験してきました。自分もやってみようと挑戦したこ

ともあります。しかし、ほとんど思った通りになりませんでした。だからこそ「憧れ」があるのでし

ょう。 

 憧れを持つことはいいことだと思います。自分磨きにもなるし、もしかしたら新しい自分に出会

えるかもしれないからです。しかし、私は憧れを持ちすぎて失敗してしまったことがありました。 

 学生時代の頃、みんなの人気者や頼りになる人などに憧れていました。自分もそんな風になりた

いといろいろやってみましたが、やはり憧れの人にはなれませんでした。そんな日々を過ごしてい

るうちに、自分が嫌になってきました。憧ればかりもってしまって、自分が何なのか分からなくなり

ました。自分には何もない、何もできないと感じてしまい、苦しくて辛い時期が続きました。 

 そこで、「自分ってどんな人？」と友人に聞いてみることにしました。何もないと言われてしまう

のではと考えていたため、質問をするのが怖かったです。しかし、聞いてみると自分が想像もしなか

った答えがたくさん来たのです。その時、自分がどんな人なのか初めて知ることができました。私が

憧れている人には程遠かったですが、それでもいいと思いました。「他人は他人、自分は自分」と考

え、自分を大切にしていこうと決めました。 

今後も憧れを持ち続けることでしょう。憧れを持ちつつ、自分自身や周りの人のいいところを見

つけられるような人になれたらいいなと思っています。 

 

 

 

○○○○ 

                                 

 普段、仕事をしたり学校に通ったりしていると『健康』は当たり前に思って、感謝を意識すること

は少ないと思います。 

 大病をわずらうと『健康』がどんなに大切なものだったかが分かります。私は昨年の一月末に病気

が分かり、三月末に手術を受けました。手術待ちのその二ヶ月間、『健康』で普通の生活が送れた日々

がどんなに素晴らしい事だったかを改めて感じました。 

 手術の後、ドレーンを下げて病院の庭を散歩できた時、草花や小鳥のさえずりが素晴らしく感じ

たことはありませんでした。一日、一日、変化する草花の様子を感じ、楽しそうな小鳥の声を聞く当

たり前の事ができる喜びを感じていました。 

 手術から一年四ヶ月、まだ少し治療期間が残っていますが、行ってみたい野山のハイキングを計

画し、心待ちにしています。 

 普通の生活が送れる『健康』を維持し、感謝の気持ちを持ち続けようと思っています。大病をわず

らって得た『健康のありがたさ』に感謝しつつ。           （２０２０年６月寄稿） 


